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　ワァーという歓声と声援……・・

去る9月28日の秋空のもと、ここ十高グラ

ウンドでは、十日町高校の運動会が催され

ました。

　運動会のハイライト騎馬戦は汗と砂にま

みれ若いカを発散しました。

．罐
　
へ
　
　灘

　
難

○

と
じ
て
保
存
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
市
報
と
お
か
ま
ち
は
家
庭
と
而
役
所
を
結
ぶ
か
け
橋
で
す

　
十
月
は
体
力
づ
く
り
強
調
月
間
で

す
。　

生
活
様
式
の
変
化
か
ら
、
か
ら
だ

を
動
か
す
機
会
が
少
な
く
な
り
が
ち

で
す
。
体
力
を
保
ち
な
が
ら
健
康
で

明
る
い
市
民
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
毎
日
適
当
な
運
動
を
続
け
た
い

も
の
で
す
。

・
繊
．
凝
灘

欝
肺
腺

■
■
…
鎮
　
　
…
。
鞭
…
…

　
市
で
は
、
教
育
委
員
会
社
会
体
育

係
を
中
心
に
、
ス
ポ
ー
ッ
活
動
を
通

じ
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
体
力
づ
く
り
と
健
康
の
増
進
を

は
か
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
組

織
の
充
実
や
指
導
者
の
強
化
、
体
育

施
設
設
備
の
整
備
拡
充
な
ど
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。

は
原
則
と
し
て
、
使
用
料
を
納
め
る

こ
と
と
し
、
中
学
生
以
下
の
児
童
も

保
護
者
が
同
伴
し
た
場
合
に
限
り
利

用
で
き
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

前
回
の
議
会
で
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
「
市
産
業
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
」
は
社
会
経
済

委
員
会
で
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

事
業
に
よ
る
多
量
の
一
般
廃
棄
物
の

う
ち
、
ご
み
に
つ
い
て
（
粗
大
ご
み

を
除
く
）
は
当
分
の
間
適
用
し
な
い

こ
と
に
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
教
育
委
員
会
委
員

に
小
海
隆
三
郎
氏
及
び
月
岡
健
二
氏

を
引
き
つ
づ
き
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

螂■
，
霧

　
以
下
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　

市
の
社
会
体
育
活
動
は
、
体
育
活

動
の
場
の
提
供
と
指
導
助
言
を
柱
に

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
健
康
で
明
る

い
豊
か
な
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
つ
ぎ
の
事
業
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
屋
内
体
育
施
設

翻
市
民
体
育
館

　
バ
ス
ケ
ヅ
ト
、
バ
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
や

レ
ー
。
サ
不
ー
ル
、
　
パ
ド

ミ
ソ
ト
ン
、
卓
球
、

体
操
な
ど
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
文
字
ど

お
り
体
育
活
動
の

中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
民
体
育
館
の
昭
和
四
十
六
年

度
の
利
用
状
況
は
、
人
口
の
約
半
数

の
延
二
万
四
千
五
百
八
人
の
人
達
が

○

利
用
し
ま
し
た
．
こ
と
し
も
施
設
設

備
を
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
市
教
委
社
会
教
育

課
社
会
体
育
係
（
電
七
－
三
一
一
一

番
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
月
曜
日
“
青
年
学
級
生
体
育
▽
火

曜
日
“
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▽
水
曜
日
“

卓
球
、
バ
ド
、
ミ
ソ
ト
ソ
▽
金
曜
日
“

空
手
▽
土
曜
日
踊
体
操
。

麟
学
校
開
放
関
係

十
日
町
実
業
高
校
と
市
内
小
中
学
校

の
体
育
施
設
を
指
定
し
て
開
放
し
て

い
ま
す
。

㌔

産
業
廃
棄
物
の
処
理

体
育
の
指
導
体
制

　
市
は
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、
実
技

の
指
導
助
言
を
行
な
う
目
的
で
、
ス

ポ
ー
ッ
に
深
い
関
心
と
理
解
を
も
ち

熱
意
と
能
力
の
あ
る
者
の
な
か
か

昭和47報体育指導委員

市
体
育

指
導
委
員

ら
、
こ
の
ほ
ど
つ
ぎ
の
二
十
名
の
方

を
任
命
し
ま
し
た
。
こ
の
方
々
は
市

教
育
委
員
会
を
通
じ
、
み
な
さ
ん
の

体
育
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

氏　　　　名 特　　技
野　沢　　茂（春日町） スキー、陸上

バドミントン

宮入健一伴校町）
スキー
ノ｛レーボール

庭野茂樹（田川町） バドミントン

蕪木義男（神明町） スキー
バレーボール

小　川　　隆（田中町酊 スキー

小泉春枝（本町6） フォークダンス
レクリェーション

阿部久美子（馬　場） フォークダンス
卓　球

柳　　京　子（本町2） バレーポール

岡元千恵子（細　尾〉 パレーボール

山田　はるえ（四闘新田） フ零一クダンス
レクリェーション

高橋タマ（七軒吼 民　踊

田村キ　ノ（西寺町） 民　踊

丸山亮一く下条4丁目） バレー、スキー
陸　上

武田陽子（細町3構） フォークダンス
バレー、陸上

楯沢英男（寿　町） 陸　上

山川準一（春日町） 卓　球

庭野雅弘（田中可） パレーポール

横尾秀和（千代田剛 スキー

徳永英太郎（船　坂） スキー

高橋貞ら敏（土　市） バスケットボール

責
任
は
事
業
者

融
両
氏
（
欝
）
を
再
任

ー
市
議
会
第
三
回
定
例
会
1

を
改
正
す
る
条
例
、
市
都
市
計
画
審

議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
昭
和
四
十
七
年
市
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
で
す
。

　
な
お
修
正
議
決
さ
れ
た
市
老
人
い

こ
い
の
家
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
は
、
名
称
を
四
ッ
宮
荘
と
し
、

位
置
を
四
ッ
宮
公
園
（
本
町
六
）

の
卯
七
三
五
番
地
に
お
く
。
利
用
者

　
昨
年
九
月
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
産
業
廃

棄
物
は
、
そ
の
事
業
者
が
責
任
を
も

っ
て
処
理
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
市
で
は
清
掃
条
例
を
改
正

し
、
事
業
活
動
か
ら
生
じ
る
廃
棄
物

は
事
業
者
が
自
ら
の
責
任
で
処
理
す

る
こ
と
と
し
、
自
分
の
と
こ
ろ
に
施

設
が
な
く
て
自
己
処
理
が
で
き
な
い

フ
』

ξ

場
合
は
、
手
数
料
を
徴
収
、
市
が

事
業
者
に
か
わ
っ
て
処
理
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
場
合
の
手
数
料
は
別
表
の
と

お
り
。

　
た
だ
し
、
多
量
の
一
般
廃
棄
物
の

う
ち
、
ご
み
（
粗
大
ご
み
を
除
く
）

に
つ
い
て
は
当
分
の
間
こ
の
条
例
は

適
用
し
ま
せ
ん
。

　
今
後
市
の
廃
棄
物
処
理
は
家
庭
か

ら
生
ず
る
廃
棄
物
に
重
点
が
お
か
れ

きょうもごみ収集車の活躍は続く
みんなでごみを減らす努力を

翻
武
道
場

　
昭
和
四
十
六
年
一
月
か
ら
開
設
し

ま
し
た
が
三
ヵ
月
間
で
延
二
千
三
百

五
十
四
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
屋
外
体
育
施
設

鰹
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
昭
和
四
十
六
年
度
に
延
八
千
三
百

九
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

麟
市
庭
球
コ
ー
ト

市
営
グ
ラ
ウ
ソ
ド
と
並
ん
で
庭
球
コ

：
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
施
設
は

昭
和
四
十
六
年
度
延
六
百
人
の
利
用

輔磁
案
を
各
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
市
交

通
安
全
保
持
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
市
議
会
第
三
回
定
例
会

は
、
去
る
九
月
十
八
日
か

ら
五
日
間
開
か
れ
、
十
八

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
十
五
議
案

は
原
案
通
り
可
決
承
認
。

一
議
案
修
正
可
決
、
二
議

ママさんサイクリングペタルもかるく

ま
す
．

　
し
た
が
っ
て
、
生
活
上
の
廃
棄
物

は
も
ち
ろ
ん
従
来
ど
お
り
無
料
で
収

集
処
理
し
ま
す
が
、
収
集
運
搬
の
と

き
処
理
し
や
す
い
よ
う
、
例
え
ば
、

水
分
を
含
む
も
の

は
十
分
水
切
り
を

す
る
と
か
、
可
燃

物
と
不
燃
物
を
区

分
し
、
必
ず
ポ
リ

袋
等
に
入
れ
る
な

ど
具
体
的
な
協
力

義
務
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

者
が
あ
り
ま
し
た
。

灘
市
民
ス
キ
ー
場

　
市
民
ス
キ
ー
場
が
昭
和
四
十
六
年

十
二
月
に
完
成
し
ま
し
た
が
、
少
雪

の
た
め
開
設
期
間
は
二
十
一
日
と
少

な
く
、
利
用
者
は
二
千
九
十
七
人

と
な
り
ま
し
た
。
こ
と
し
は
ゲ
レ
ン

デ
そ
の
他
を
さ
ら
に
整
備
し
、
冬
季

間
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

鰹
市
民
プ
ー
ル

こ
と
し
は
延
二
万
六
百
八
十
九
人
に

達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
期
間
中
簡
易

幼
児
専
用
プ
ー
ル
を
設
け
る
な
ど
、

親
子
で
泳
ぎ
を
楽
し
む
機
会
を
つ
く

り
ま
し
た
。

　
　
婦
人
を
対
象
に

　
　
体
育
教
室

　
婦
人
体
育
教
室
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
軽
ス
ポ
ー
ッ
（
バ
ド
、
、
、
ソ
ト

ソ
、
卓
球
．
民
踊
、
美
容
体
操
な

ど
）
を
毎
月
二
回
、
市
民
体
育
館
で

行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内

在
住
の
婦
人
（
既
婚
者
）
な
ら
ど
な

た
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
市
教
委

社
会
体
育
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
そ
の
ほ
か
市
で
は
、
シ
ー
ズ
ソ

に
あ
わ
せ
ス
ポ
ー
ッ
テ
ス
ト
、
サ
イ

ク
リ
ソ
グ
、
水
泳
、
ス
キ
ー
教
室
な

ど
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

譲霧奪馨処理手数料

◇ご　み（10㎏）　　　　10円

ただし当分の間、徴収しない。

◇粗大ごみ（1点）　　100円

◇し　尿（18リッPレ当り）32円

◇犬、ねこの死体

　　　　　（1個につき）100円

◇牛、馬、豚、その他の死体

　　　　　（1個にっき）500円

産業廃棄物の処理費用

1トン車換算1台当り1，000円

一452一
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醜
饗
欝
欝
懸
讐
協
を

　
こ
と
し
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
が
十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
当
市
は
昨
年
よ
り
七
パ
ー
セ
ソ

ト
増
の
三
百
六
万
二
千
円
を
目
標
額

と
定
め
、
法
人
、
戸
別
、
職
域
、
学

校
、
街
頭
募
金
な
ど
幅
ひ
ろ
い
募
金

運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
暖
か
い
善
意
を
お
願
い
し
ま
す

　
昭
和
四
十
六
年
度
募
金
の
お
も
な

使
い
み
ち
（
そ
の
他
寄
付
を
含
む
）

口
県
内
社
会
福
祉
施
設
に
配
分

　
　
　
　
　
　
六
十
一
万
三
千
円

□
児
童
福
祉
費
　
　
百
二
十
七
万
円

　
季
節
保
育
所
（
へ
き
地
を
含
む
）

　
五
十
三
万
円
。
幼
稚
園
関
係
二
十

　
七
万
円
。
公
私
立
保
母
会
十
万
円

　
遊
具
の
購
入
補
助
十
五
万
四
千
円

　
身
体
障
害
児
費
十
万
円
。

遊
戯
場
拡
張
、
花
ま
つ
り
子
供
会
等

十
七
万
六
千
円

　
□
歳
末
見
舞
金

役
八
十
三
万
円

「も
□
老
人
福
祉
費

長
三
十
七
万
五
千
円

市で
　
　
敬
老
祝
記
念
品

金
等
二
十
二
万
千
円

鶉
老
人
ク
ラ
ブ
等
補

街
助
十
五
万
四
千
円

　
口
障
害
者
福
祉
費

赤い羽根の実り

夢

十
三
万
六
千
円
。
肢
体

不
自
由
児
者
会
等
補
助

六
万
円
。
盲
人
会
、
ろ

う
あ
者
福
祉
会
、
傷
疾

軍
人
会
等
補
助
七
万
五

千
円

鰹

奉仕活動を続ける老人クラブの

補助にあてられました

冶
ぎ
蹴

灘
驚
獄

　
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
婦
愛

　
　
　
　
　
　
主
部

　
　
　
　
　
　
　
ず
ま

　
　
　
　
　
　
　
服

わ
が
家
の
鍋
料
理

（学校町）

肌
寒
い
初
秋
の
夕
食
に
暖
か
い
鍋

瀬凸

一
”
”
”
雛
鯉
罷
襲
藷
”
”
”
”
”
”
”
器
”
”
”
”
”
”
”
”
嬰
”
”
鰻
話
”
謡
”
罷
龍
”
”
”
”
髄
罷
器
”
輩
”
聾
器
”
嬰
器
”
一
”
”
”
襲
”
鰻
”
闘
”
”
”
”
”
話
”
”
”
騨
”
嬰
”
”
”
”
”
”
”
闘
”
”
器
”
”
”
”
”
鰭
”
”
”
”
”
醐
”
藷
壽
器
”
”
鰻
詳
　
”
”
巽
”
嬰
”
”
難
器
嬰
繭
蕪
”
論
詳
詫
”
”
餌
”
”
嬰
嬰
繭
聾
”
蕪
”
論
籠
”
一
龍
藷
謡
薫
”
謡
葬
嬰
叩

丁目）わきに老人いこいの家の建設が急ピッチ

に進められています。

完成はことしのll月15日を予定していますが、

去る9月の市議会定例会でr老人いこいの家の

設置及び管理に関する条例」が議決され、なま

えも四ツ宮荘と命名されました。この四ッ宮荘

はおとしより達が一日をゆっくり休養や娯楽を

楽しんでいただくための施設や入浴、リハビリ

室もあります。

　　急ピッチに建設すすむ老人いこいの家

物
は
い
か
が
で
す
か
。
に
ら
は
ざ
っ

と
湯
に
通
し
三
セ
ソ
チ
ぐ
ら
い
に
切

る
。
に
ん
に
く
、
し
ょ
う
が
は
み
じ

ん
切
り
に
す
る
。
豆
腐
は
さ
い
の
目

切
り
に
し
、
熱
湯
で
ゆ
で
水
け
を
と

っ
て
お
く
。
つ
ぎ
は
中
華
鍋
に
ゴ
マ

油
を
た
っ
ぶ
り
熱
す
る
。
そ
の
中
に
、

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

十
日
町
グ
ル
ー
プ

　
旅
を
通
じ
て
お
互
い
の
親
睦
を
は

か
る
ー
を
目
的
に
十
年
前
に
グ
ル

ー
プ
を
結
成
。
メ
ン
パ
ー
は
六
十
人

と
大
家
族
。

　
毎
月
八
日
、
十
八
日
に
公
民
館
で

例
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
お
お

ぜ
い
の
仲
間
と
年
令
の
差
も
な
く
和

気
あ
い
あ
い
と
付
き
あ
え
る
と
い
う

こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
な

お
、
仲
間
を
求
め
て
い
ま
す
の
で
希

　
　
　
　
　
　
望
者
は
例
会
日

　
　
　
　
　
　
　
に
公
民
館
に
お

≧つくります。　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　施設の使用料金は個人70円10人以上の団体は1

　　　　　　　　鰯人5・円として・原則として前納して㌧’ただくこ

　　　　　　　　灘とになります・また・支障のな㌧’範囲で他の者

　　　　　　　　．鵬巽　に亀使用させることができることとし、その場

　　　　　　　　　　　合の使用料は個人120円（団体1人100円）とな
　　　　　　　　懸りま獄だし小中学生は保護者同伴の場合に

　　　　　　　　翔　議　限り1人30円で利用させることができます。ご

宥付ありカ｛とう纏利用ください・

村山謙吉（柳）難　　■郵便貯金奨励運動実施中
　　　　　　　　．・籔懸．　　昭和47年IO月31日までは、住みよい社会をつ
LOOO円敬老祝金　・灘曝
　　　　　　　　　　　　くる郵便貯金奨励運動を実施中です。みなさん
竹内真（川治下町）
　　　　　　　　　　　　からお預りしたお金は市て行なう市営住宅の建
1，000円敬老祝金　．．＿
　　　　　　　　　　　　設や学校建設、都市計画事業などに役立ってい
西川治郎（四日町
　　　　　　　　　　　　ます。　　　　　　　　（十日町郵便局）
2）3万円香典返し

阿部信夫（美雪町）鶴　 全国5・飾の騨番号綱い合わ慰は
10乃円老人いこい　懸網1　　　ダイヤ’し直通になりました

の家備品費（香典　錨謹難ll　　10月から都道府県所在地等50都市への電話番

返し）　　　　　難　　　号お間い合わせは全国どこからでもお問い合わ

　　　　　　　　　　　　せ先の市外局番＋104をダィヤルすれぽ直通で
建設すすむ老人い
一　　　　　　　　，　　　きます。　　　　　（十日町電報電話局）
』いの家

名称は　四ツ官荘

市内に在住の60歳

以上のお年寄りの　　藝　　　10月22日　十日町病院（高田町三南）曾②3161

みなさんにレクリ　　　　10月29日中条病院（北　　原）曾（⑦3018

・一シ・了活動の麟i　お気軽1こ調談を

糠錨耀籔っ雛墜糠麟鍔一
上をはかろうと四
　　　　　　　　　　　　　と　き　10月20日午前10時30分～午後3時
ツ宮公園（本町6
　　　　　　　　　　　　　ところ　十日町商工福祉会館前

い
で
く
だ
さ
い

市
民
文
化
祭
の
ご
案
内

　
今
年
は
十
日
町
市
に
公
民
館
が
設
置
さ
れ

て
二
十
五
周
年
に
当
り
、
ま
た
新
し
く
公
民

館
が
開
館
さ
れ
て
一
周
年
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
こ
れ
を
記
念
し
公
民
館
で
は
、
来
る
十

一
月
三
日
、
四
日
と
青
年
学
級
、
市
民
講
座

清津峡ユースの前で

に
ら
、
に
ん
に
く
、
し
ょ
う
が
、
肉

を
入
れ
色
の
か
わ
る
ま
で
い
た
め
、

し
ょ
う
ゆ
、
砂
糖
、
み
そ
と
ス
！
プ

で
味
つ
け
を
す
る
。
豆
腐
を
入
れ
て

ひ
と
煮
し
、
最
後
に
水
溶
き
片
栗
粉

を
か
け
る
。
ま
た
溶
き
卵
を
上
に
か

け
て
も
変
っ
た
風
味
を
楽
し
め
ま
す

風
　
景

　
宮
沢
恭
子
（
＋
日
町
小
六
年
）

　　　　　公営住宅入居者を募集

　本年度建設の黒沢団地入居者（既設団地の入

居補欠者）をつぎのとおり募集します。

希望者は10月末日までに市社会福祉事務所に申

し出てくだい．

　入　居　資　格

　1．市内在住者又は市内勤務者で同居（同居し

ようとする）の親族があり、住宅に困っている人

　2．過去1年間り所得金額から基礎控除、扶養

控除した額が月額46000円（第1種住宅27，000

円～46，000円以下、第2種27，000円以下）以下

であること。

　入　居　時　期

黒沢団地は11月下旬完成の予定（市営6戸・県

営36戸）。既設の市営住宅は住宅入居者が立退

きした後の入居になります。

建設中の黒沢団地。
ことしは市営6戸、県営36戸をつくります。

わ雍しの翻御市
内
將
棋
選
手
権
大
会

日
時
　
十
月
二
十
二
日
午
前
九
時

会
場
　
十
日
町
市
公
民
館
第
一
集
会

室
会
費
　
一
人
五
百
円
（
昼
食
代

を
含
む
）

の
日
頃
の
成
果
の
発
表
と
、
公
民
館
利
用
団

体
の
み
な
さ
ん
の
活
動
状
況
、
菊
花
展
や
ホ

ー
ル
で
は
演
劇
祭
、
映
画
会
な
ど
、
よ
り
多

く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
い
で
い
た
だ

き
た
い
と
、
盛
り
沢
山
の
行
事
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
近
所
お
さ
そ
い
の

上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

10月市民会館行事

19日午後0時30分

　　　郡市小中学校音楽

　　　交歓会

22日午後6時

　　　ファイブコメツツ

　　　7周年記念発表会

　　　（入場料200円）

24日午後4時

　　　優秀義太夫承認被

　　　露（整理券100円）

29日午後1時30分

　　　十日町高校ブラス

　　　バンド演奏会

　　　（入場料50円）

29日午後7時

　　　映画会（公民館と

　　　公民館利用団体連

　　　絡協議会）

　　　（会員券100円）

寄
席
名
人
会
の
お
誘
い

　
市
民
会
館
の
開
館
一
周
年
を
記
念
し
て
つ

ぎ
の
と
お
り
寄
席
名
人
会
を
計
画
し
ま
し

暴・％張命
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ニ
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0
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麟
懸
縷

、
㌔慰
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擦
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繕
・
灘
継
購

叢
藏
蓬

　
馨
．
縫
灘
ー

難
蓼
峯
嘉

　
　
灘
鎌

　
灘
耀
蒙
鯨
、

螺
麟
饗
、

藻
∞∞
慧
・

者直筆の色紙

た
。
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
当
日
会

場
ロ
ビ
1
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
し
て
出

演
者
直
筆
色
紙
展
示
即
売
会
を
行
な
い
ま

す
。
色
紙
（
写
真
）
一
枚
五
百
円
。

日
時

会
場

入
場
料

主
催

出
演
者

十
一
月
三
日
午
後
六
時

市
民
会
館
ホ
：
ル

千
円
（
前
売
券
）

市
民
会
館
事
業
協
会

柳
家
小
さ
ん
、
春
風
亭
柳
好
、

演
春
風
亭
柳
昇
、
三
笑
亭
笑
三
、
春
風
亭
と
ん

出
橋
（
以
上
落
語
）
シ
ヤ
ソ
バ
・
1
（
歌
謡
漫

　
談
）
白
山
雅
一
（
歌
謡
声
帯
模
写
）
玉
川
ス

　
ミ
（
三
味
線
漫
談
）

一453一


